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皆
さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。　
教
育
に
関
す
る
こ
と
で
あ
れ
ば
な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
（
で
き
る
限
り
住
所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
）。

安
平
町
教
育
委
員
会
緯
栄
２
０
８
３
・
胃
栄
３
６
０
３
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中
学
生
の
た
め
の
学
校
説
明
会
を
　１０

月
５
日
（
水
）
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
参
加
人
数
は
昨
年
度
よ
り
大
幅
に
増

加
し
、
生
徒
　
名
、
保
護
者
４
名
、
教

７８

員
　
名
で
し
た
。
と
り
わ
け
早
来
中
学

１０
校
　
名
、
追
分
中
学
校
　
名
と
地
元
の

４０

１６

中
学
校
か
ら
合
わ
せ
て
　
名
の
生
徒
が

５６

参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
校
長
先
生
の
歓
迎
の
挨
拶
の
後
、
生

徒
会
執
行
部
に
よ
る
学
校
行
事
の
説
明

が
あ
り
、
間
に
今
年
の
学
校
祭
の
ビ
デ

オ
も
上
映
さ
れ
ま
し
た
。
次
に
、
選
択

授
業
の
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
学
習
で
作

成
し
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク

の
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
を
上
映
し
、
参
加

し
た
生
徒
た
ち
は
個
性
的
な
作
品
を
興

味
深
く
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。
全
体

会
が
終
わ
っ
た
後
、
体
験
授
業
が
あ
り
、

「
化
学
（
実
験
）
」
・「
マ
ル
チ
メ
デ
ィ

ア
」・「
福
祉
体
験
」・「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
」

を
そ
れ
ぞ
れ
体
験
し
ま
し
た
。
ど
の
授

業
も
、
参
加
し
た
生
徒
は
真
剣
に
取
り

組
み
、
授
業
を
担
当
し
た
本
校
の
先
生

方
も
、「
素
直
で
明
る
い
い
い
生
徒
た

ち
」
と
感
想
を
話
し
て
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
　

月
　
日
（
木
）
は
、
本
校

１０

１３

で
早
来
中
学
校
の
２
年
生
が
、
職
場
体

験
学
習
を
行
い
ま
し
た
。
朝
か
ら
生
徒

が
下
校
す
る
ま
で
の
時
間
帯
で
す
が
、

こ
の
間
、
先
生
方
の
印
刷
の
手
伝
い
や

時
間
割
の
掲
示
、
体
育
の
授
業
の
サ

ポ
ー
ト
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。
先
生
の

側
か
ら
学
校
を
見
て
み
る
こ
と
が
で
き

た
貴
重
な
体
験
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
本
校
は
、「
追
高
エ
ピ

ソ
ー
ド
」
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
教

育
活
動
に
つ
い
て
の
新
鮮
な
情
報
を
発

信
し
、
地
域
の
方
に
一
層
の
ご
理
解
を

い
た
だ
け
る
よ
う
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

連絡先　北海道追分高等学校
安平町追分本町７丁目８番地
緯諌２５５５ 廠
E-mail:oiwake-z0@hokkaido-c.ed.jp
http://www.oiwake.hokkaido-c.ed.jp/

隠隠

鍋
物
に
欠
か
せ
な
い
　

生
し
い
た
け

　
し
い
た
け
は
、
野
菜
で
は
な
く
、

菌
類
で
す
。食
物
繊
維
が
多
く
、
生

活
習
慣
病
の
予
防
に
も
な
る
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。し
い
た
け
は
日
光

に
当
た
る
と
、
骨
を
丈
夫
に
す
る

ビ
タ
ミ
ン
Ｄ
２
を
つ
く
る
働
き
も

あ
る
の
で
す
。

　
し
い
た
け
の
旬
は
春
と
秋
、
年

２
回
あ
り
ま
す
。
春
は
安
価
で
購

入
で
き
ま
す
が
、
秋
は
量
が
多
く

て
も
、
そ
れ
ほ
ど
安
く
は
あ
り
ま

せ
ん
。
そ
れ
は
、
き
の
こ
の
季
節

に
な
る
と
鍋
物
を
食
べ
る
機
会

も
増
え
、
消
費
も
伸
び
る
か
ら
で

す
。

栄
養
　
食
物
繊
維
が
多
く
、
コ
レ

ス
テ
ロ
ー
ル
を
減
ら
す
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
２
、
日
光
に
当
た
る
と
ビ
タ

ミ
ン
Ｄ
２
に
か
わ
る
エ
ル
ゴ
ス

テ
リ
ン
も
豊
富
、
制
ガ
ン
効
果
の

あ
る
物
質
も
含
む
と
い
わ
れ
て

い
ま
す
。
お
ま
け
に
、
低
カ
ロ

リ
ー
の
自
然
食
！
お
い
し
さ
は

か
さ
の
表
面
に
あ
る
の
で
ゴ
シ

ゴ
シ
洗
わ
な
い
よ
う
に
！
軸
も

や
わ
ら
か
い
の
で
食
べ
ま
し
ょ

う
。

出
回
り
時
期
　
ハ
ウ
ス
栽
培
の

も
の
が
年
中
、
出
回
り
ま
す
が
、

旬
は
４
月
と
　
～
　
月
で
す
。

１０

１１

上
手
な
選
び
方
　
当
た
り
は
ず

れ
は
少
な
い
で
す
が
、
軸
は
太
く

短
く
、
か
さ
は
肉
厚
で
濡
れ
て
い

な
く
、
全
体
に
よ
く
乾
い
て
黒
っ

ぽ
く
な
い
も
の
。
薄
茶
色
の
も
の

が
良
い
品
で
す
。
裏
返
し
た
時
、

膜
が
あ
る
の
は
新
し
い
印
で
す
。

か
さ
は
開
き
す
ぎ
て
な
い
も
の

を
！

保
存
方
法
　
秋
は
１
～
２
日
な

ら
常
温
で
、
そ
れ
以
上
は
ポ
リ
袋

に
入
れ
て
冷
蔵
庫
で
保
存
し
ま

す
。

学校給食センター

食事だよ食事だよりり

軸が太く、かさが締
まった肉厚なものが
美味！

公民館図書室開室日
開 室 日　火～日
開室時間　９時～１７時

【追分公民館】
＜一般書＞ジェノサイド（高野和明）／マ
スカレード・ホテル（東野圭吾）／峠うど
ん物語 上・下 （重松清）／紅梅（津村節
子）／食べる薬草事典 大地の薬箱 春夏秋
冬・身近な草木７５種（村上光太郎）
＜児童書＞まいごのまめのつる（こだま 
ともこ）／ばすくんのくりすます（みゆき
りか）／半日村（斉藤隆介）／らくご長屋
２・３巻（岡本和明）／見習い職人フラピッ
チの旅（イワナ・ブルリッチ・マジュラニッチ）

※他にもたくさんの本を揃えて

いますのでぜひご利用ください。

【早来公民館】
＜一般書＞コレクション戦争と文学１９ヒ
ロシマ・ナガサキ（浅田次郎）／食卓にあ
がった放射能（高木仁三郎）／明日のマー
チ（石田衣良）／代表作時代小説平成２３年
度（日本文藝家協会）／出世花（高田 郁）
＜児童書＞すっきりわかる！くらしの中
の化学物質大事典（森田昌敏）／アンモナ
イトの森で少女チヨとヒグマの物語（市川
洋介）／ゆうきをだして！（くすのきしげ
のり）／まくらのせんにん そこのあなた
の巻（かがくいひろし）／ おじいちゃん
のたうえ（さこももみ）

公民館図書室
　新しい本がたくさん入りました！
　早来・追分、どちらの公民館の本でも
借りることができますので
係員にお問い合せください。リクエスト
もお待ちしています。
☆町ホームページでは図書室の蔵書の蔵書をを
検索することができます。
（※以下、一部を紹介します。）す。）
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